
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大
府
市
議
会
議
員 

ふ
じ
も
と
宗
久 

政
治
活
動
新
聞 

ずっと

もっと

ふ じ も と 宗 久 政 治 活 動 新 聞 
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（問
）
愛
知
県
企
業
庁
の
水
道
料
金

改
定
に
よ
る
本
市
の
水
道
事
業
経

営
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。 

（
答
）
今
回
、
愛
知
県
企
業
庁
が
発

表
し
た
県
営
水
道
料
金
の
改
定
案

で
は
、
使
用
料
金
を
１
立
方
メ
ー

ト
ル
当
た
り
26
円
か
ら
、
令
和
６

年
10
月
に
２
円
、
さ
ら
に
令
和
８

年
度
に
４
円
と
２
段
階
で
６
円
引

き
上
げ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
特
に

令
和
８
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、

水
道
事
業
経
営
に
相
当
な
影
響
が

あ
る
も
の
と
推
計
し
て
い
る
。 

 

 

Instagra

m 

Facebook 
つ
い
て
周
辺
住
民
の
皆
さ
ま
と
の
意

見
交
換
を
通
じ
て
、
一
緒
に
大
府
駅

西
側
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

今
回
は
そ
の
始
め
と
し
て
、
こ
の

都
計
道
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
世
話
人
か
ら
の
話
が
中
心
と
な

り
ま
し
た
。
第
二
回
目
以
降
は
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
方
式
な
ど
、
皆
さ
ま
か

ら
ご
意
見
を
い
た
だ
く
よ
う
な
会
の

進
行
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

「協
働
か
ら
協
創
へ
」で
す
。 

市
政
・地
域
の
情
報
、
日
頃
の
活
動
を
発
信
中 

お
友
だ
ち
登
録
を
お
願
い
し
ま
す 

令和６年３月までの 
半年間の主な活動 

１０月 中学生平和大使派遣事業報告会、知
多北部広域連合議会視察（富山県ほ

か）、議会運営委員会視察（亀岡市、
加賀市）、森岡自治区環境研修会、産

業文化まつり、厚生文教委員会視察
（戸田市ほか） 

１１月 階の親子防災教室、石ヶ瀬コミリン
ピック、大府シティマラソン、岐阜市

学びの多様化学校（不登校特例校）視
察、至学館大学越智ゼミとの意見交換

会、大府シティウォーキング大会 
１２月 市議会１２月定例会、大府市合唱

祭、あいち知多農協青年部情報交換
会、石ヶ瀬自治区年末深夜パトロー

ル、おおぶニックのＷＡ交流会、石ヶ
瀬児童老人センターバイオリン講座 

１月 地元神社元旦祭、会派熱田神宮初詣、
大府商工会議所賀詞交歓会、成年後見

制度講座（社協）、日高章後援会伊勢
神宮初詣、親和クラブ視察（菊陽町ほ

か）、三市一町保守系議員研修会幹部
会、石ヶ瀬議会報告会、スマート農業

報告会、山形市議会行政視察受入 
２月 知多北部広域連合議会定例会、熱田

神社建国祭、岡村市長市政報告会（市
内各公民館）、おおぶニックの WA 報

告会、大府駅西健康の森線を考える
会、市役所業務改善発表会、「ガザ素

顔の日常」上映会、タンザニア報告会 
３月 市議会３月定例会（予算ほか）、市議

会臨時会、大府市長選挙、市議補欠選
挙、小中学校卒業式、自民党第七選挙

区会議、こども家庭センター内覧会 

 

 

（意
見
）
近
年
、
技
術
の
進
化
や
世
の

中
の
変
化
の
度
合
い
が
著
し
く
、
十

年
後
と
予
想
さ
れ
て
い
た
事
態
が

間
近
に
起
こ
る
よ
う
な
状
況
と
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
本
市
の
人
口
が

減
少
傾
向
と
な
り
、
少
子
化
が
顕

著
に
な
る
時
期
も
目
前
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
今
後
は
変
化
の
速
度

を
加
味
し
た
視
点
で
の
未
来
予
測

も
必
要
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

「
皆
さ
ま
、
『
都
市
計
画
道
路 

大
府
駅
西
健
康
の
森
線
』
と
い
う
道

路
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
投
げ
か
け
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

本
年
２
月
20
日
に
石
ヶ
瀬
会
館
ホ
ー
ル
に
て
、
第
一
回
目
の
勉
強
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
世
話
人
と
し
て
、
私
、
藤
本
宗
久
の
ほ
か
、

地
域
選
出
の
市
議
会
議
員
で
あ
る
木
下
久
子
氏
、
野
北
孝
治
氏
、
加

茂
康
治
氏
、
そ
し
て
広
域
の
立
場
か
ら
県
議
会
議
員
の
日
高
章
氏
に

ど
う
な
る
、
今
後
の
水
道
料
金 

 

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の

ご
支
援
の
お
か
げ
を
持
ち
ま
し

て
、
３
月
１７
日
の
告
示
日
に
無
投

票
当
選
が
確
定
し
、
３
期
目
の
市

政
運
営
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 
 

大
府
市
の
１０
年
後
、
２０
年
後

を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
大
い

に
期
待
い
た
し
ま
す
。 

 

私もマイクを持ち、大府駅西、ウェル
ネスバレーの可能性について、熱く
語らせていただきました 

も
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

「
都
市
計
画
道
路
」
と
は
、
交
通
・

環
境
・
防
災
・
土
地
利
用
の
誘
導
な

ど
様
々
な
機
能
を
も
ち
、
こ
れ
ら
の

機
能
を
十
分
に
活
用
し
て
、
「
快
適

で
良
好
な
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
目

的
の
た
め
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ

た
道
路
の
こ
と
で
す
。 

都
計
道
「
大
府
駅
西
健
康
の
森

線
」
は
、
大
府
市
の
都
市
計
画
に
記

さ
れ
て
い
る
、
大
府
駅
西
口
と
あ
い

 
県からの水道料金（受水費）が、今後 
２年間に５．６％引き上げとなる 

ま
ち
づ
く
り
を 

住
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に 

都
計
道
「大
府
駅
西
健
康
の
森
線
」を
考
え
る
会 

岡村市政、３期目へ 
３月の市長選、無投票当選 

１２
月
議
会
で
の
一
般
質
問 

３
月
議
会
で
の
一
般
質
問 

大
府
市
は 

人
口
１０
万
人
と
な
る
か 
ち
健
康
の
森
公
園
を
直
接
結
ぶ

道
路
の
こ
と
で
す
。
そ
し
て
現
在
、

国
道
１
５
５
線
「
大
府
森
岡
交
差

点
」
か
ら
市
道
大
府
駅
西
線
を
つ

な
ぐ
未
整
備
区
間
に
つ
い
て
事
業

化
の
目
処
が
た
っ
て
い
な
い
と
い

う
状
況
で
す
。 

立
ち
上
げ
た
こ
の
勉
強
会
は
、

都
計
道
健
康
の
森
線
の
あ
り
方
に

（
問
）
計
画
人
口
１０
万
人
に
対
す
る

見
通
し
は
ど
う
か
。 

（
答
）
昨
年
１２
月
に
人
口
問
題
研
究

所
が
公
表
し
た
推
計
人
口
で
は
、
令

和
１２
年
に
９
５
，
８
９
５
人
に
達
す

る
と
推
計
さ
れ
た
。
本
市
の
分
析
で

も
、
横
根
平
子
・
北
山
区
画
整
理
事

業
や
現
在
計
画
さ
れ
て
い
る
民
間

開
発
が
進
み
、
第
６
次
総
合
計
画
期

間
は
、
人
口
は
緩
や
か
な
増
加
を
続

け
、
計
画
人
口
１０
万
人
に
向
け
て

推
移
す
る
と
考
え
る
。 

 

 

私
は
今
回
の
大
府
市
長
選
挙
に
向
け
て
、
昨
年
９
月
の
一

般
質
問
を
皮
切
り
に
、
１２
月
か
ら
は
「
岡
村
ひ
で
と
後
援

会
」
の
事
務
局
長
と
し
て
、
岡
村
秀
人
さ
ん
を
全
力
で
応
援

（
写
真
）
真
剣
に
耳
を
傾
け
ら
れ
、
熱
気
に
包

ま
れ
た
会
場
（石
ヶ
瀬
会
館
ホ
ー
ル
）の
様
子 

（
意
見
）
大
府
市
の
水
道
料
金
は
ど

う
な
る
の
か
、
安
易
な
価
格
転
嫁

に
は
反
対
で
す
。 

 

本
市
の
水
道
事
業
が
企
業
会
計

で
あ
る
以
上
、
ま
ず
は
県
営
水
道

使
用
料
の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
吸
収

す
べ
く
、
事
業
の
総
点
検
を
行
う

こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
す
。
コ
ス
ト

削
減
策
と
し
て
、
広
域
連
携
以
外

に
も
、
あ
ら
ゆ
る
経
営
資
源
を
フ

ル
活
用
す
る
な
ど
、
知
恵
を
出
し

て
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
期
待

し
、
こ
の
点
は
議
員
と
し
て
今
後
し

っ
か
り
と
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。 



 

 

 

ふ じ も と 宗 久 政 治 活 動 新 聞 ２０２４年（令和６年）５月 ２ 

E-mail ： fujimoto_munehisa@yahoo.co.jp 討議資料 

「見える議員」 
街頭あいさつ活動 

  

議
員
生
活
も
６
年
目
と
な
り
ま

し
た
。
活
動
の
原
点
は
コ
コ
、
大

府
駅
西
交
差
点
。
姿
が
見
え
る
、

活
動
が
見
え
る
、
政
策
が
見
え

る
、
そ
う
し
た
議
員
が
私
の
目
指

す
と
こ
ろ
。
今
後
も
、
皆
さ
ま
に

と
っ
て
最
も
身
近
な
議
員
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
！ 

 

台
湾
の
半
導
体
メ
ー
カ
ー
で
あ

る
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
が
進
出
し
た
こ
と
で

話
題
と
な
っ
て
い
る
熊
本
県
菊
陽

町
。
人
口
約
４
万
人
の
こ
の
町
は
、

水
資
源
が
豊
富
な
こ
と
、
空
港
や

熊
本
市
と
の
距
離
も
近
い
こ
と
な

ど
で
大
手
の
工
場
進
出
の
条
件
が

揃
っ
て
い
る
と
い
う
背
景
は
あ
り

は
な
く
、
週
に
数
日
の
登
校
も
認

め
ら
れ
、
担
任
は
生
徒
の
希
望
で

決
め
ら
れ
ま
す
。
校
内
に
は
授
業

で
使
用
す
る
教
室
の
ほ
か
、
一
人

学
習
、
く
つ
ろ
ぐ
居
場
所
、
楽
器

演
奏
な
ど
様
々
な
部
屋
が
あ
り
、

利
用
は
生
徒
の
自
由
で
す
が
、
ど

こ
に
い
る
か
は
担
任
が
把
握
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
数

約
４０
人
に
対
し
て
、
教
員
、
支
援

員
な
ど
合
わ
せ
て
約
３０
人
で
生

徒
の
対
応
に
当
た
っ
て
い
ま
し
た
。 

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
進
出
で
話
題 

～
熊
本
県
菊
陽
町
～ 

 

こ
れ
ま
で
の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
が

介
護
す
る
側
の
負
担
軽
減
を
目

的
と
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
の
に

対
し
、
近
年
の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
は

介
護
を
受
け
る
側
の
快
適
さ
が
重

視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
よ

う
で
す
。
よ
り
低
単
価
で
操
作
性

の
よ
い
ロ
ボ
ッ
ト
の
実
用
化
が
待

た
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。 

み
な
ら
ず
、
伐
採
し
た
竹
は
有
用

な
資
源
と
し
て
の
活
用
も
で
き
る

の
で
す
。
こ
の
竹
林
が
地
域
の
子
ど

も
や
大
人
が
遊
び
な
が
ら
、
手
入

れ
・
維
持
活
動
を
通
じ
て
、
新
た
な

協
働
の
場
と
し
て
、
地
域
に
馴
染
ん

で
い
く
と
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

 

親和クラブの行政視察 
熊本県菊陽町役場での集合写真 
この後、熊本県防災センターへ 

 

本
年
３
月
、
柊
山
町
の
矢
戸
川
緑

地
で
、
緑
地
の
保
全
と
緑
と
水
辺
を

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
市
民
の
憩
い
を

目
指
し
た
「
矢
戸
川
竹
林
の
小
径
」

が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
元
よ
り
こ
の

場
所
は
、
閑
静
な
住
宅
街
の
中
に
残

さ
れ
た
竹
林
で
し
た
が
、
知
多
市
に

あ
る
「
ち
た
の
竹
林
」
を
視
察
し
た
岡

村
市
長
が
、
「
大
府
市
に
も
是
非
こ

の
よ
う
な
緑
地
を
整
備
し
て
市
民
の

心
に
潤
い
を
届
け
た
い
」
と
の
思
い
か

ら
、
こ
の
事
業
が
計
画
さ
れ
た
と
伺

い
ま
し
た
。 

竹
は
成
長
が
早
く
、
竹
林
は
定
期

的
な
手
入
れ
が
必
要
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
他
方
、
竹
林
は
筍
の
収
穫
の

矢戸川緑地（柊山町八丁目地内） 

“矢戸川竹林の小径”にて 

 

  

    知覧特攻平和会館 
命の尊さ、戦争の悲
惨さを改めて実感し
ました 

熊本城      
崩れた石垣の復旧に
はまだ３０年もかかる
のだそうです 

大府駅西交差点 
毎週月曜日６時３０分～８時 
 （雨天翌日） 

行政視察の訪問先（令和５年１０月～令和６年１月） 

他
自
治
体
の
先
進
事
例
を
視
察 

ここ最近、私が注目する 

市民活動、ボランティア・地域貢献活動 

 

 

矢
戸
川
緑
地
「矢
戸
川
竹
林
の
小
径
」 

地
域
の
資
源
、
み
ん
な
で
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う 

共長小学校の児童が始めたアフリカへの支援
活動を市民活動として引き継いで現在に至っ
ているそうです。現在は、タンザニア・ウスワ地
区への教育環境の改善、児童生徒の学力向
上のお手伝い、そして大府市民とウスワ地区
の人々との交流を目指し、資金援助（中古本
販売や募金）、交流活動、現地での学習生活
改善支援、アフリカ紹介活動といった取り組
みを行っています。右の写真は、今年２月にコ
ラビアで開催された報告会の時のものです。 

大府アフリカ教育支援プロジェクト 

石ヶ瀬小学校 きらきら★ボランティア

ト 
「ありがとう（感謝）日本一」を掲げ、石
ヶ瀬小学校の児童が自らの意思で所
属するボランティア活動があります。昨
年１１月には「日頃の地域の見守り活動
に感謝し、その活動に協力したい」との
申し出により、市、警察、地域ボランティ
アの皆さんと一体となった見守り活動
が実施されました。 

おおぶニックのWA 

有機農業に取り組むこの団体の活動は、前
号でご紹介いたしました。昨年は、田んぼの
草刈りや収穫作業の経験をさせていただ
き、１２月には収穫した「おおぶニック米」を
試食しながら、代表の杉山さん、活動を指導
する佐々木さん、農家の本田さん、市民グル
ープ“Farm to Table”の皆さんらと様々な
意見交換をさせていただきました。今年もま
もなく田植えがはじまります。楽しみです。 

令
和
５
年
度
下
半
期
、
県
外
自
治
体
の
先
進
事
例
を
数
多
く
視

察
し
て
き
ま
し
た
。
本
市
と
し
て
参
考
に
す
べ
き
事
例
は
、
会
派

や
委
員
会
ご
と
に
様
々
な
提
案
に
取
り
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。 

ま
し
た
。
し
か
し
、
数
十
年
前
の

土
地
利
用
計
画
の
段
階
か
ら
基

幹
道
路
の
整
備
と
並
行
し
て
、
宅

地
、
農
地
、
工
業
地
域
等
を
し
っ

か
り
と
区
分
け
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
行
っ
て
き
て
い
た
た
め
、
地
下

上
昇
等
の
変
化
は
あ
り
つ
つ
も
、

行
政
に
と
っ
て
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
進
出

は
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、
国
や

県
の
補
助
金
等
を
効
果
的
に
活

用
し
、
競
技
場
等
の
公
共
施
設
を

着
々
と
整
備
し
て
い
ま
し
た
。 

学
び
の
多
様
化
学
校 

～
岐
阜
市
立
草
潤
中
学
校
～ 

 

中
部
地
方
で
は
初
と
な
る
公
立

の
学
び
の
多
様
化
学
校
（
不
登
校

特
例
校
）
、
草
潤
中
学
校
の
校
舎

は
、
閉
校
し
た
小
学
校
の
校
舎
を

使
用
し
て
い
ま
し
た
。
校
則
、
制
服

 

学びの多様化学校の校内にある図書
室。居場所としての活用も意識した
用具が配備されていました 

（岐阜市立草潤中学校にて） 

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
実
情 

～
と
や
ま
介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー 

普
及
・
推
進
セ
ン
タ
ー
～ 

 「移乗サポートロボット」 
一人で立ち上がることが難しい
方に、車いすやトイレへの移乗を
サポートするロボット 

 


